
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分県 
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5.0 

7.3 

3.2 

4.0 

5.9 

12.2 

4.0 

5.7 

3.2 

10.7 

11.8 

20.5 

57.5 

50.0 

61.6 

66.4 

55.9 

41.6 

60.0 

75.5 

55.6 

48.0 

48.5 

37.1 

35.0 

41.7 

33.6 

26.4 

34.7 

37.6 

36.0 

17.0 

38.1 

41.3 

39.0 

37.7 

2.5 

1.0 

1.6 

2.4 

2.4 

5.1 

1.9 

1.6 

0.7 

4.0 

0.8 

1.2 

3.6 

1.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳（n=40）

30～39歳（n=96）

40～49歳（n=125）

50～59歳（n=125）

60～69歳（n=170）

70歳以上（n=197）

20～29歳（n=25）

30～39歳（n=53）

40～49歳（n=63）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=136）

70歳以上（n=151）

同感する 同感しない どちらともいえない わからない 無回答

性・年齢別：「男は仕事、女は家庭」という考え方について

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.4 

12.1 

9.9 

6.9 

20.0 

10.0 

14.0 

12.2 

12.1 

8.8 

44.6 

49.3 

45.9 

54.2 

34.0 

35.0 

40.0 

43.7 

45.3 

52.1 

37.1 

36.4 

39.7 

34.8 

44.0 

47.0 

45.0 

40.0 

38.4 

34.9 

1.1 

1.8 

1.9 

2.8 

1.0 

8.0 

1.0 

2.2 

1.5 

2.4 

2.8 

0.4 

2.6 

1.3 

1.9 

2.8 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成21年（n=464）

平成26年（n=503）

平成21年（n=575）

平成26年（n=755）

昭和62年（n=2,952）

平成7年（n=1,592）

平成11年（n=1,560）

平成16年（n=1,511）

平成21年（n=1,043）

平成26年（n=1,289）

「男は仕事、女は家庭」という考え方について

同感する 同感しない どちらともいえない わからない 無回答

全
体 

女
性 

男
性 

全体では、「同感しない」

は、52.1％となっており、

昭和 62 年以来一貫して増

加しており、今回の調査で初

めて５割を超えました。 

性別でみると男女ともに

「同感しない」が最も高く、

女性 54.2％、男性 49.3％

となっています。 

「同感する」は、女性は

6.9％、男性は12.1％で5.2

ポイント高くなっています。 

性・年齢別にみると、女性

では 50～59 歳 66.4％が

最も高く、次に 40～49 歳 

61.6％となっています。 

男性では、30～39 歳

75.5％が最も高く、次いで

20～29 歳 60.0％となっ

ています。 

 

※固定的性別役割分担意識とは、「男は仕事、女は家庭」というように、性別を理由

として役割を固定的に考えることです。 

女
性 

男
性 
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54.1

21.7

69.6

49.3

40.5
44.1

26.0 25.4 23.5

4.3 3.6

60.7

24.2

71.7

52.6

40.5

49.3

28.3 27.7 24.1

4.0 3.3

44.9

17.9

66.2

45.1 40.6

36.6

22.3
22.1 22.9

4.6 4.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
へ
の
男
性
自
身
の
抵
抗
感
を
な
く

す
こ
と

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
へ
の
女
性
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ

と 夫
婦
や
家
族
間
で
互
い
の
立
場
を

理
解
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ

く
は
か
る
こ
と

職
場
の
中
で
、
男
性
に
よ
る
家
事
、

育
児
、
介
護
、
地
域
活
動
に
つ
い
て

理
解
し
、
支
援
す
る
こ
と

勤
務
時
間
の
短
縮
や
休
暇
制
度
を

普
及
し
、
仕
事
以
外
の
時
間
を
多
く

も
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と

男
性
に
よ
る
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、

地
域
活
動
に
つ
い
て
、
社
会
の
中
で

そ
の
評
価
を
高
め
る
こ
と

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
研
修
等

に
よ
り
、
男
性
の
家
事
や
子
育
て
、

介
護
等
の
技
能
を
高
め
る
こ
と

男
性
が
育
児
や
介
護
、
地
域
活
動

を
行
う
た
め
の
仲
間
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）作
り
を
進
め
る
こ
と

家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事
の
両
立

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
男
性
が
相

談
し
や
す
い
窓
口
を
設
け
る
こ
と

そ
の
他

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い

全体（n=1,289）

女性（n=755）

男性（n=503）

「学校教育の場」、「法律や

制度の上」以外は、いずれ

も｢男性が優遇されている

（※）｣の割合が６割から７

割を占めています。 

「平等である」は、「学校

教育の場」が 61.2％で最も

高くなっています。 

「男性が優遇されてい

る」の割合が最も高いのは、

「社会通念・慣習・しきた

り」で７割を超えています。

（74.1%）。 

 また、「政治の場」でも男

性が優遇されていると回答

した割合が７割を超えてい

ます(71.5％）。 

 
※｢男性が非常に優遇されて
いる｣と｢どちらかといえば
男性が優遇されている｣の合
計 

14.1

17.8

2.0

30.1

9.5

21.9

12.1

44.8

43.3

11.9

41.4

30.5

52.2

57.4

25.3

19.6

61.2

12.3

34.4

11.8

14.4

5.7

5.0

3.3

1.0

5.4

1.8

3.1

1.5

0.4

0.2

0.3

1.7

0.6

0.6

5.0

8.5

15.4

9.9

13.2

7.1

7.8

3.6

5.4

6.0

4.9

5.4

4.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度の上

社会通念・慣習・しきたり

社会全体

男女の地位の平等感

男性の方が非常に優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている
わからない
未回答

（n=1,289）

男性が女性と共に家庭生活や地域活動等へ参加するために必要なことについて、全体では、「夫婦や家

族間で互いの立場を理解し、コミュニケーションをよくはかること」(69.6％)、次いで「男性が家事な

どに参加することへの男性自身の抵抗感をなくすこと」(54.1％)、「職場の中で、男性による家事、育児、

介護、地域活動について理解し、支援すること」(49.3％)の割合が高くなっています。 

男性が女性と共に家庭生活や地域活動等へ参加するために必要なこと 
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45.6

47.3

43.1

4.4

3.8

5.2

5.2

4.4

6.6

33.9

33.4

34.6

0.5

0.4

0.8

5.0

5.3

5.0

2.9

3.0

2.6

2.3

2.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,289）

女性（n=755）

男性（n=503）

結婚や出産にかかわらず仕事を持ち続けた方がよい
結婚するまでは仕事をもつ方がよい
子どもができるまでは、仕事をもつ方がよい
子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい
仕事をもたない方がよい
その他
わからない
無回答

女性の就業についての意識

68.3 

61.9 

37.5 

26.0 

17.3 

39.4 

14.7 

3.3 
6.8 

2.5 1.2 

72.2 

63.6 

37.6 

24.9 

15.8 

41.2 

15.9 

3.4 6.8 2.5 

0.5 

62.8 
60.0 

37.6 

27.0 

19.3 

36.4 

13.1 

3.0 

7.0 

2.2 
2.0 

0

20

40

60

80

女
性
が
働
く
こ
と
に
対
し
、
家
族
や
周
囲
の
理
解
と
協

力
が
あ
る
こ
と

育
児
や
介
護
の
た
め
の
施
設
（保
育
所
、
介
護
施
設
な

ど
）を
充
実
す
る
こ
と

育
児
や
介
護
の
休
業
利
用
者
が
不
利
な
扱
い
を
受
け

ず
、
身
分
保
証
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

給
与
、
昇
格
、
昇
進
の
面
な
ど
で
性
別
に
よ
る
差
別
を

な
く
す
こ
と

意
欲
や
能
力
に
応
じ
た
適
材
適
所
な
配
置
や
役
員
・管

理
職
へ
の
登
用
な
ど
を
す
る
こ
と

パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
や
契
約
社
員
・派
遣
社
員
な
ど
の

労
働
条
件
を
よ
く
す
る
こ
と

在
宅
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

起
業
（新
し
く
事
業
を
起
こ
す
こ
と
）す
る
人
へ
の
支
援

を
充
実
さ
せ
る
こ
と

勤
務
地
や
職
種
を
選
択
す
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
条
件
整
備
、
支
援
や
改
善
は
必
要
な
い

(

%)

全体（n=1,289）

女性（n=755）

男性（n=503）

女性の就業継続に必要なこと

女性が職業をもつことにつ

いて、性別でみると、「結婚

や出産にかかわらず仕事を

持ち続けた方がよい」が女

性 47.3％、男性 43.1％と

男女ともに最も高くなって

います。前回調査では女性

41.7％、男性 44.8％であ

ったので、女性は 5.6 ポイ

ント増え、男性は 1.7 ポイ

ント減っています。 

女性が仕事を持ち続けてい

くためには、どのような支

援や改善が必要かについて

は、全体では、「女性が働く

ことに対し、家族や周囲の

理解と協力があること」が

68.3％と高く、次に「育児

や介護のための施設（保育

所、介護施設など）を充実

すること」が 61.9％とな

っています。 

性別でみると、女性では

「家族や周囲の理解と協力

があること」が 72.2％と

男性の 62.8％より約 10

ポイント高くなっていま

す。 



- 4 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.7 29.5 4.4 15.5 3.3 11.7 6.05.35.7

男女ともに「仕事と家庭生活を優先」したいという割合が高い 

1.6 20.8 4.1 22.8 2.5 13.9 15 6.6 5 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先
「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」を優先
「仕事」と「地域・個人の生活」を優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」を優先
「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 優先度について考えたことがない
わからない 無回答

4.2 16.9 4.0 24.3 3.6 13.7 14.9 5.2
4.0

9.3

25.4 15.7 7.0 16.1 6.2 11.5 7.2
4.8

6.2

18.7 29.5 4.4 15.5 3.3 11.7 6.0 5.3 5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性…
「仕事」を優先 「家庭生活」を優先
「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先
「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先
「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 わからない
無回答

※仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）とは「国民一人ひとりがやりがいや

充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおい

ても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現で

きる社会」のことです。（仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章より） 

｢仕事と家庭生活を優先したい｣が女性 22.8％、男性 24.3％と最も割合が高いです。現状において

は、女性は｢家庭生活を優先｣29.5％、男性は「仕事を優先」25.4％が最も割合が高くなっています。 

男性も育児･介護休業を取るべきだが、現実には取りにくいと思うが６割以上 

現実には取りにくいと思う理由

は、全体でみると、「取ると、仕事で

周囲の人に迷惑がかかる」39.0％、

「男性が取ることについて、社会全

体の認識が十分にない」が 34.3％、

「職場に取りやすい雰囲気がない」

が 33.5％となっています。 

性別にみると「取ると、仕事で周

囲の人に迷惑がかかる」では女性

34.5％、男性 45.7％で 11.2 ポイ

ント男性が高くなっています。 

男性も育児・

介護休業を

積極的に取

るべきである

20.3%
男性も育児・

介護休業を

取ることは賛

成だが、現実

には取りづら

いと思う

65.7%

育児・介護は

女性がする

べきであり、

男性が休暇

を取る必要は

ない

3.6%

その他

1.9%

無回答

8.5%

（n=1,289）

16.3 

33.5 

19.0 

39.0 

7.6 

19.3 
34.3 

1.8 

16.4 

36.0 

19.6 

34.5 

6.1 

21.6 
37.0 

1.6 

15.6 
30.7 

18.7 

45.7 

9.5 
16.3 

29.8 

2.1 

0

10

20

30

40

50

過
去
に
周
囲
の

男
性
で
取
っ
た

人
が
い
な
い

職
場
に
取
り
や

す
い
雰
囲
気
が

な
い

仕
事
が
忙
し
い

取
る
と
、
仕
事

で
周
囲
の
人
に

迷
惑
が
か
か
る

取
る
と
人
事
評

価
や
昇
給
な
ど

に
悪
い
影
響
が

あ
る

休
業
補
償
が
十

分
で
な
い
の
で

経
済
的
に
困
る

男
性
が
取
る
こ

と
に
つ
い
て
、
社

会
全
体
の
認
識

が
十
分
に
な
い

そ
の
他

（
％
）

全体（n=846）

女性（n=505）

男性（n=326）

男性が育児・介護休業をとることについて 

男性が育児・介護休業を取りづらいと思う理由 

男性 女性 

1.6 20.8 4.1 22.8 2.5 13.9 15 6.6 5 7.7
希
望 

現
状 

男性 女性 

希
望 

現
状 
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2.4 

32.7 

9.6 
6.1 7.1 

1.0 
6.2 4.5 

44.0 

1.6 

29.9 

13.1 6.8 7.5 

1.2 

6.2 

3.3 

44.4 

3.8 

37.0 

4.8 5.4 5.6 
0.8 

6.0 

6.4 

43.5 

0

10

20

30

40

50

県
・市
町
村
の
審
議
会
・

委
員
会

自
治
会
・町
内
会
等
の
活

動

P
T
A

活
動

子
ど
も
会
な
ど
の
青
少
年

育
成
活
動

青
年
団
体
・女
性
団
体
・

老
人
団
体
等
の
活
動

消
費
者
団
体
・生
活
協
同

組
合
等
の
消
費
者
活
動

N
P

O

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
市
民
活
動

そ
の
他
の
社
会
活
動

参
加
し
て
い
な
い

(

%)

全体(n=1,289）
女性（n=755）
男性（n=503）

18.8 

46.7 

30.4 
34.8 

26.8 

2.9 

8.0 4.7 

19.4 

45.7 

28.0 

40.0 
35.4 

5.7 4.6 

17.7 

47.9 

35.4 

25.0 

12.5 
8.3 

12.5 

5.2 

0

10

20

30

40

50

役
員
は
男
性
の
み
で
、
女
性
の

意
見
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

決
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

男
性
が
取
り
仕
切
っ
て
い
る
の

で
女
性
が
口
を
は
さ
み
に
く
い

主
に
男
性
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
活
動
と
女
性
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
活
動
に
分
か
れ
る

お
茶
だ
し
や
皿
洗
い
な
ど
は
女

性
だ
け
が
す
る
暗
黙
の
役
割
分

担
が
あ
る

地
域
活
動
で
女
性
が
発
言
す
る

こ
と
は
で
し
ゃ
ば
り
と
思
わ
れ

が
ち
で
あ
る

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う

な
家
族
の
理
解
や
協
力
が
な
い

参
加
す
る
女
性
側
の
努
力
が
ま

だ
足
り
な
い

そ
の
他

全体(n=276)

女性(n=175)

男性(n=96)

できにくい

雰囲気や

状況があ

ると思う

21.4%

そういうこ

とはないと

思う

47.4%

わからな

い

24.7%

無回答

6.5%

全体(n=1,289）

自治会・町内会などの地域の集まりや作

業の中で、女性も男性と共に参加したり、

男性と同じように発言したりすることが

できにくい雰囲気や状況については、「そ

ういうことはないと思う」47.4％、「でき

に く い 雰 囲 気 や 状 況 が あ る と 思 う 」

21.4％となっています。 

どのような地域活動をおこなっているか 

約４割の人が地域活動に参加をしていない 

どのような地域活動をおこ

なっているかについては、全

体では「参加していない」が

44.0％、「自治体・町内会等

の活動」が 32.7％となって

います。 

 性別でみると、「自治会・町

内 会 等 の 活 動 」 は 女 性 が

29.9％、男性が 37.0％と

7.1 ポイント男性の方が高く

なっています。また、「ＰＴＡ

活動」では、女性 13.1％、

男性 4.8％で 8.3 ポイント、

女性の方が高くなっていま

す。 

女性が活動しにくい状況の有無 

できにくい雰囲気や状況に

ついては、全体では、「決定事

項については、従来、男性が

取り仕切っているので女性が

口をはさみにくい」は 46.7％

が最も高く、次いで「お茶だ

しや皿洗いなどは女性だけが

する暗黙の役割分担がある」

が 34.8％、「主に男性が中心

になっている活動と女性が中

心になっている活動に分かれ

る」が 30.4％となっていま

す。 

自治会や地域の集まりで女性が発言、参加しにくいと思う人は約２割 
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5.2 
4.2 

7.7 
8.5 

6.8 

2.6 
3.8 

1.0 

3.7 
5.0 

1.8 

3.1 
2.8 
3.6 

15.4 
17.1 

13.1 

21.3 
22.5 

19.9 

6.5 
9.5 

2.0 

6.7 
9.0 

3.2 

7.4 
9.3 

4.8 

20.2 

22.3 
17.3 

29.0 

31.0 

26.6 
9.2 

13.4 
3.0 

10.4 
14.0 

5.0 

10.5 
12.1 

8.3 

0 10 20 30 40 50

全体（n=1,289）
女性（n=755）
男性（n=503）

全体（n=1,289）
女性（n=755）
男性（n=503）

全体（n=1,289）
女性（n=755）
男性（n=503）

全体（n=1,289）
女性（n=755）
男性（n=503）

全体（n=1,289）
女性（n=755）
男性（n=503）

何度もあった

１,２度あった

身体的・精神的・性

的・経済的・社会的暴力

のいずれかの被害に「１

度でもあった」と答えた

のは、488 人で全体の

37.9％でした。また、

いずれかの被害に「何度

もあった」は 151 人で

全体の 11.7％でした 

形態別にみると、「精

神的暴力」が最も高く、

次いで「身体的暴力」「社

会的暴力」「経済的暴力」

「性的暴力」の順となっ

ています。 

全体では、「相談した」

は 24.6%と少なく、「相

談 し な か っ た 」 が

69.7%です。「何度も

あった」人に限ってみる

と、「相談した」37.7%、

「相談しなかった」が

60.3% と な っ て い ま

す。 

男性は女性と比較し

て相談した割合が低く

なっています。 

全体でみると、「友人、

知 人 」 に 相 談 し た が

69.2%で最も多く、次

いで「家族や親せき」が

49.2% と な っ て い ま

す。警察や公的相談機関

等への相談は少なくな

っています。 

性別で見ると「家族や親

せ き 」 に 相 談 し た は

53.1 ％ で 、 男 性 は

28.6％と 24.5 ポイン

トの差があります。 

24.6 

30.8 

13.0 

69.7

63.5

82.1

5.7

5.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=488）

女性(n=318)

男性(n=162)

DV被害に「一度でもあった」と回答した人※の相談の有無

37.7

46.5

18.8

60.3

51.5

79.2

2.0

2.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=151)

女性(n=101)

男性(n=48)

相談した 相談しなかった 無回答

DV被害にどれか一つでも｢何度でもあった｣と回答した人の被害相談の有無

①身体的暴力 

②精神的暴力 

③性的暴力 

④経済的暴力 

⑤社会的暴力 

配偶者や恋人など親しい人間関係にある人との間の被害(DV 被害）の経験 

一度でも被害にあったと答えた人は 37.9％（うち女性 24.7％、男性 12.6％） 
いずれかの DV 被害に何度もあった人は 11.7％（うち女性 7.8％、男性 3.7％） 

5.8 1.7
3.3

1.7 3.3
7.5

0.8

49.2

69.2

1.7

7.1
2.0

3.1 2.0
4.1 6.1

1.0

53.1

69.4

2.0
4.8

14.3

28.6

71.4

0
10
20
30
40
50
60
70
80

警
察
に
連
絡
・相
談
し
た

配
偶
者
暴
力
相
談
セ
ン

タ
ー

そ
の
他
公
的
機
関

人
権
擁
護
委
員
、
民
生
委

員
、
自
治
委
員
な
ど

民
間
の
専
門
家
や
専
門

機
関

医
療
関
係
者

学
校
関
係
者

家
族
や
親
せ
き

友
人
、
知
人

そ
の
他

(%)

全体(n=120)
女性(n=98)
男性(n=21)

ＤV 被害に「一度でもあった※」と答えた人で相談した人の相談先 
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13.2 

16.2 

29.7 

2.9 
0.9 

3.2 

31.2 

10.3 

16.5 

3.2 

6.8 

36.5 

4.1 
5.9 

45.0 

4.1 

12.4 

19.8 

27.7 

4.0 4.5 

34.2 

9.4 

17.3 

4.0 

8.9 

33.2 

4.0 

9.9 

43.1 

4.5 

14.3 

9.8 

32.3 

1.5 2.3 0.8 

27.1 

10.5 15.0 

2.3 
3.0 

41.4 

4.5 

0.0 

46.6 

3.8 

0

10

20

30

40

50

誰
（ど
こ
）に
相
談
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

恥
ず
か
し
く
て
だ
れ
に
も
言
え
な
か
っ
た

相
談
し
て
も
む
だ
だ
と
思
っ
た

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、
仕
返
し
を
受
け
た

り
、
も
っ
と
ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
る
と
思
っ
た

加
害
者
に
「誰
に
も
い
う
な
」と
お
ど
さ
れ
た

相
談
相
手
の
言
動
に
よ
っ
て
不
快
な
思
い
を
さ
せ

ら
れ
る
と
思
っ
た

自
分
さ
え
が
ま
ん
す
れ
ば
、
な
ん
と
か
こ
の
ま
ま

や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
た

世
間
体
が
悪
い

他
人
を
ま
き
こ
み
た
く
な
か
っ
た

他
人
に
知
ら
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
付
き

合
い
が
で
き
な
く
な
る
と
思
っ
た

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
く
な
か
っ
た

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
た

相
手
の
行
為
は
愛
情
の
表
現
だ
と
思
っ
た

相
手
と
別
れ
た
後
の
自
立
に
不
安
が
あ
っ
た
か
ら

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た

そ
の
他

全体(n=340）

女性(n=202)

男性(n=133)

相談しなかった理由は、

「相談するほどのことでは

ないと思った」45.0%が最

も高く、次いで「自分にも

悪いところがあると思っ

た」36.5%、「自分さえが

まんすれば、なんとかこの

ままやっていけると思っ

た」31.2%、「相談しても

むだだと思った」29.7%と

なっています。 

性別でみると、「相談する

ほどのことではないと思っ

た」、「自分にも悪いところ

があると思った」、「相談し

てもむだだと思った」の項

目で、女性よりも男性が高

くなっています。 

DV 被害を相談しなかった理由 

相談しなかった理由は「相談するほどのことではないと思った」が最多 

55.6 60.7 

21.6 13.9 

26.5 
32.4 

49.1 

31.5 

50.0 

28.4 

2.9 

56.4 60.7 

22.5 

13.5 

27.0 
33.8 

46.4 

34.2 

50.9 

28.7 

2.9 

55.3 60.4 

20.5 14.3 

26.4 
31.0 

53.7 

28.6 

49.3 

28.2 

3.2 

0

10

20

30

40

50

60

70

家
庭
で
保
護
者
が
子
ど
も
に
対

し
、
人
権
問
題
や
暴
力
を
防
止
す

る
た
め
の
教
育
を
行
う

学
校
で
児
童
・生
徒
・学
生
に
対

し
、
人
権
問
題
や
暴
力
を
防
止
す

る
た
め
の
教
育
を
行
う

職
場
な
ど
で
、
性
別
に
由
来
す
る

人
権
問
題
に
関
わ
る
啓
発
を
行

う 地
域
で
、
防
止
啓
発
の
た
め
の
研

修
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、
広
報
・啓

発
活
動
を
積
極
的
に
行
う

暴
力
を
ふ
る
っ
た
こ
と
の
あ
る
者

に
対
し
、
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い

た
め
の
教
育
を
行
う

加
害
者
へ
の
罰
則
を
強
化
す
る

暴
力
を
助
長
す
る
お
そ
れ
の
る

情
報
を
取
り
締
ま
る

被
害
者
が
早
期
に
相
談
で
き
る

よ
う
、
身
近
な
相
談
窓
口
を
増
や

す 被
害
者
を
発
見
し
や
す
い
立
場
に

あ
る
警
察
や
医
療
関
係
者
に
対

し
、
研
修
や
啓
発
を
行
う

そ
の
他

単位：（％）

全体（n=1,289） 女性（n=755） 男性（n=503）

性暴力、売買春、ドメスティック・バイオレンス、セクシャルハラスメント、ストーカー等をなくす
ためにはどうしたらよいか 

全体では、「学校で児童・生徒・学生に対し、人権問題や暴力を阻止するための教育を行う」60.7％
で最も高くなっており、次いで「家庭で保護者が子どもに対し、人権問題や暴力を阻止するための教
育を行う」は 55.6％、「被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす」は 50.0％と高
くなっています。 
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17.9 

12.5

11.9

47.9 

26.8

43.8

24.0 

49.7

34.1

10.2 

10.9

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

➀男女共同参画

➁ジェンダー

➂大分県消費生活・男女

共同参画プラザ（アイネス）

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない

まったく知らない 無回答

25.3 

22.6 

11.6 

11.7 

49.0 

14.0 

16.1 

11.5 

28.9 

41.7 

12.3 

1.9 

2.9 

21.6 

22.0 

11.8 

10.1 

52.8 

11.4 

16.4 

11.8 

29.3 

45.3 

11.9 

1.1 

3.0 

30.6 

23.5 

11.7 

13.7 

43.1 

17.1 

15.3 

10.9 

28.0 

36.6 

13.7 

3.2 

3.0 

0 10 20 30 40 50 60

県の審議会委員や管理職など、政策決

定の場に女性を積極的に登用する

民間企業・団体等の役員・管理職に女

性の登用が進むよう支援する

女性や男性の生き方や悩みに関する相

談の場を提供する

従来、女性が少なかった分野への女性

の進出を支援する

保育・高齢者・病院等の施設や保育・介

護のサービスを充実する

男女の平等と相互の理解や協力につい

て学習機会を充実する

生涯を通じた男女の健康を支援する

男女間のあらゆる暴力をなくす

労働時間の短縮や在宅勤務の普及な

ど男女ともに働き方の見直しを進める

子育てや介護等でいったん仕事を辞め

た人の再就職を支援する

男女の平等と相互の理解や協力につい

て広報・PRする

その他

特にない

（％）

男女共同参画に関する周知度

（※）は 65.8％、ジェンダー（社

会的・文化的につくられた性別）

は 39.3％、大分県消費生活・男

女共同参画プラザ（アイネス）は

55.7％となっています。 

 
※周知度…「内容までは知ってい
る」と「聞いたことはあるがない
ようは知らない」の合計 

「男女共同参画」の周知度は 65.8％ 

県に求める施策は「保育・高齢者・病院等の施設や保育・介護のサービスを
充実」すること 

全体では、「保育・高齢者・病

院等の施設や保育・介護のサービ

スを充実する」49.0％で最も高

くなっており、次いで「子育てや

介護等でいったん仕事を辞めた

人 の 再 就 職 を 支 援 す る 」 が

41.7％、「労働時間の短縮や在宅

勤務の普及など男女ともに働き

方の見直しを進める」が 28.9％

と高くなっています。 

性別にみると、「保育・高齢者・

病院等の施設や保育・介護のサー

ビ ス を 充 実 す る 」 は 女 性

52.8％、男性 43.1％で、女性

の方が 9.7 ポイント高くなって

います。また、「子育てや介護等

でいったん仕事を辞めた人の再

就 職 を 支 援 す る 」 は 女 性

45.3％、男性 36.6％で女性の

方が 8.7 ポイント高くなってい

ます。 

県が推進していくべき男女共同参画施策について 



 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度男女共同参画社会づくりのための意識調査―概要版― 

 

発行：平成２７年３月 

大分県生活環境部県民生活・男女共同参画課 

〒８７０－００３７ 大分県大分市東春日町１－１ 

電話 ０９７－５３４－２０３９ ＦＡＸ０９７－５３４－２０５７ 

E-mail：oita-sankaku@pref.oita.lg.jp 

〔調査概要〕 

○調査対象：県内に居住する２０歳以上の男女３，０００人 

○調査期間：平成２６年８月１１日～９月１日 

○回収状況：有効回収数１，２８９人（有効回収率４３．０％）  

女性７５５人、男性５０３人、性別不明３１人 

○調査方法：郵送による配布・回収 


